
経営さぷりメント 各方面の専門家による
ビジネスに役立つエッセンス。

大 野 政 人
おお    の    まさ    と

秋田市商工部
チャレンジオフィスあきた

インキュベーション・マネジャー

経営者としての感性の生かし方は、

１）商品アイデアの革新性を理解し開発者や資金の投入

　　  ができるか

２）短期的な利益に左右されない意志を持つこと

３）単なる経営者・管理者から、夢を語れる経営者・管理者

　　  になること

等です。

こうした感性は、経営者・管理者のみならず現場で働く社

員それぞれにも求められます。私自身が開発業務に就いて

いたときに、「この商品は売れているがどうしてか、販売戦

略はどうか、その客観的理由は何か」などと、よく上司に聞

かれました。そこから得られたことは、現場の営業やエンジ

ニアも経営戦略を語れるような能力を身につけることが重

要だということでした。

また、経験は人を育てます。プロジェクトの責任を持たせ

ることや思うようにやらせることで、終了時には見違える

ほどの力を蓄えます。営業であれば、注文をとるために営業

センスを磨き自ら仕事を獲得するということで、営業力が

身に付きます。会社は、育った社員を大事にすることで拡大

につながります。

自立できる地域企業を目指して
大企業に頼り仕事の恩恵に預かれる時代は終わっていま

す。今までの製造業は、大企業からの注文を堅実にこなす実

力をつけることが中心であったように感じます。ところが部

品メーカーは機器メーカーに部品を納めるだけで、エンド

ユーザーの情報が直接入ってこないために、何を目指すのか

起業家精神の発揮で市場へ挑戦
～新しい価値を創造する地域企業を目指して～

起業家精神とは
多くの起業家や企業を見てきて感じたことは、創業・開

業と企業の事業運営は根本的には同じということです。

起業家は原石です。その原石から玉へ、そしてダイヤモ

ンドへと光り輝くために努力をしています。企業は、事業

という原石を玉へ、それを発展させ光り輝くダイヤモンド

にするために努力をしています。どのように輝いていくか

は、光り輝くものがどれだけ含まれているかという元々

持っている資質によるだけではなく、光り輝く部分を見い

だす能力・努力で成長していくことによって、ダイヤモン

ドの価値が得られると思います。

起業家精神とは、自立した事業経営を目指し経験の不足

を熱意で補い努力することです。その熱意ある姿は人を動

かします。

起業家精神は会社の各場面でも求められます。経験不足

の起業家に比べ、会社には経験があります。とはいえ会社

は完璧ではありません。だからこそ、状況に応じ、より正し

いことやより利点が生じることを追求しなくてはなリま

せん。どの立場にいようとも、課題解決に参加し、事業全体

を見通し、多角的な検証で意志決定を引き出し、決まった

ことは尊重し、素早く実行することが求められます。

会社の経営者・管理者にお願いしたいのは、これらの起

業家精神文化を育て上げることです。

感性を磨き、経験を蓄える
どのような会社でも、どんな事業を行っていても、起業家

にも、常に求められるものは、感性と経験です。感性は、新し

い価値を考えていくイマジネーション力と考えられます。
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がわからないまま製造することになり、ニーズの把握が不

充分で市場情報を自社の技術向上に生かせない状況です。

中小企業がとるべき選択肢は、技術やサービスを磨き、自

力で顧客を開拓する自立の道です。どこで作っても、誰が

作っても同じというものだけにしがみつかず、わくわく感、

どきどき感がある新しいものを生み出すとか、「あっ」と言

わせるものを生みだそうというチャレンジに結びつけるこ

とを考える時代です。

また、商品・サービス提供の考え方は、一定の資金投入で

どれだけの効果を得るかというコスト感覚を持つことです。

お客様はいくらかけて満足を得ようかと考えているし、事業

者はいくらかけてどれくらい利益が得られるかを考えてい

ます。その意識の一致したところに消費価値が生じます。

新しい考え方は、過去の成功体験を変化させること（秀で

た事例は目標ですが、手法・要因の踏襲は避けるべきです）、

安易な答えを求めないこと、調査は自分の目で判断するこ

とで、これらは起業家精神そのものです。

これからの新しい価値を創造する地域企業として存在感

を発揮していくのは、

１）小さくても本社機能を持ち持続性のある企業

２）稼いだ資産を地域社会に還元する企業

３）生まれ故郷を大事にするという心を持った企業

だと思います。
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